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みちのりホールディングスによる公共交通活性化の取組 

2014年2月12日 

株式会社みちのりホールディングス 

Michinori Holdings, Inc. 

株式会社みちのりホールディングス 代表取締役 

松本 順 
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みちのりグループ 

経営共創基盤 

100%出資 

みちのり 
ホールディングス 

車両数（バス） 1,782台 

100%出資 

合計 

従業員数 3,463人 

福島交通 
グループ 

546台 

○ 福島交通 

○ 福交整備 

○ 福島交通観光 

○ フクコーアド 

○ 福交保険サービス 

 

 

891人 

茨城交通 
グループ 

412台 

798人 

○ 茨城交通 

○ 茨城オート 

 

岩手県北バス 
グループ 

218台 

492人 

○ 岩手県北自動車 

○ 岩手県北観光 

○ 浄土ヶ浜パークホテル 

関東自動車 
グループ 

420台 

839人 

○ 関東自動車 

○ 関東自動車整備 

○ 関東バス旅行社 

みちのりグループ 

2013/8/28 現在 

車両数（他） 6編成14両（鉄道） 46台（タクシー） 1隻（遊覧船） 
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会津バス 
グループ 

186台 

○ 会津乗合自動車 

○ 会津バスｵｰﾄｻｰﾋﾞｽ 

○ 会津バス観光ATS 

○ ATS保険サービス 

○ あいづスタッフ 

 

 

443人 

111台（タクシー） 
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会津バス 
グループ 

「縦串」と「横串」の両輪での経営支援 

 各会社の経営陣としてのグループ統括と、各事業分野で横串を通した業務改善の両輪での経営支援を実現 

注）人数はイメージ 

みちのり 
HD 

横串 
ﾒﾝﾊﾞｰ 

関東自動車 
グループ 

岩手県北バス 
グループ 

茨城交通 
グループ 

福島交通 
グループ 

経営陣 
 

経営陣 
 

経営陣 
 

経営陣 
 

プロパー社員との緊密なコミュニケーション 
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経営陣 
 

オペレーション共有（人事制度改革、乗務員教育、営業企画など） 

経営管理・ビジョン共有・営業企画 

旅行（新型企画の横展開、共同企画・海外インバウンド） 

高速バス（予約システムの改善、新路線企画） 

整備（整備基準のベンチマーキング・車両修繕費削減・燃費改善） 

共同購買（車両、IC、ドライブレコーダー、情報システムなど） 

乗合バス（路線活性化活動の横展開） 
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広域連携効果による再生 

 ベストプラクティスの横展開や、スケールメリットの追求により、単独では成し得ない改善効果を生み出す 
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みちのり
HD 

単独の 

改善 

岩手県北バス 

単独の 

改善 

茨城交通 

単独の 

改善 

関東自動車 

福島交通 

単独の 

改善 

会津バス 

単独の 

改善 
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「路線バスの旅」の企画 – 観光産業への貢献 

 地域の観光産業と連携し、路線バスと観光資源を結びつけた「路線バスの旅」切符の企画・販売を予定 

 観光客のみならず、地元の方も楽しめ、路線バスの新たな魅力を発見してもらえるようなコース・内容を企画 

「路線バスの旅」 
セット券 
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セット価格で 

 値段も安い！ 

乗車券 

乗車券 
食事 

体験 

食事 

見学 

乗車券 

乗車券 

乗車券 

体験 
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「路線バスの旅」の企画（コース例） – 岩手県北自動車 
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八幡平道の駅・温泉コース 
¥3,000 

岩手町やきうどんコース 
¥2,000 

宮古魚菜市場コース 
¥3,800 

盛岡駅 
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県をまたいでの観光誘致 「関東やきものライナー（秋葉原⇔笠間-益子）」 

関東やきものライナー 
（茨城交通） 

秋葉原 

笠間 

益子 

関東の2大陶芸産地である茨城県笠間市、栃木県益子町と秋葉原を
結ぶ「関東やきものライナー」の運行を2013年4月より開始 
その後、9月より土日祝に1便増便 

笠間焼 

益子焼 

秋葉原⇔笠間・益子：1日4往復  ※土日祝：1日5往復  

秋葉原⇔笠間は 
2012年6月より運行中 

延伸・増便 

秋葉原⇔笠間：片道運賃1,500円、益子：2,000円 

県をまたいでの観光誘客の連携 

「関東やきものライナー 
スペシャルWebサイト 
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笠間市・益子町が連携して観光振興のための協議会を設置し 
相互交流を図っている 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E7%AC%A0%E9%96%93%E7%84%BC&source=images&cd=&cad=rja&docid=q-7lOC01ROsmCM&tbnid=1HiAAOBlP0CKXM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www2.edu.ipa.go.jp/gz2/x-den1/x-dto1/x-dkm/IPA-denf30.htm&ei=PCtiUbjCF7G5iAeigIGgCQ&bvm=bv.44770516,d.aGc&psig=AFQjCNHc5QD75IZxzKcyrcEosKXiHwXc1A&ust=1365474474434938
http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=E6oV_31VoSXbJM&tbnid=QQjU4srPvBTiMM:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://hanare-shop-blog.blogspot.com/2013/03/re-arrival-from.html&ei=-CtiUeLrEuaUiQeVsICgBw&psig=AFQjCNG5Sxg2WUB8TmkZFAxQwj1Oi-7m5g&ust=1365474680400945
http://www.ibako.co.jp/kasamashiko/
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震災の影響はあるものの 

約1.8倍 

観光周遊バスへの地元利用者の混乗 – 会津乗合自動車 

旧路線バス（廃止） 
観光路線バス 

52,363人 209,035人 

見直し前 （2011/10-2012/9 実績） 

路線バス 周遊バス 

計 261,938人 

見直し後 （2012/10-2013/9 実績） 

472,200 人 

路線バス 
（右回り） 

路線バス 
（左回り） 

「あかべぇ」 
（右回り） 

「ハイカラさん」 
（左回り） 

住宅地 

朝 

夜 

通勤・帰宅時間の 
運行ルート（平日） 

観光路線バス（通勤・通学、帰宅時） 

 一般路線バスを観光路線バスと一本化。ルート、ダイヤの見直しを図り利用者の増加につながった 

通勤、通学時間帯ルート、 
ダイヤの設定 自治体とも協調し 

自治体HPへの時刻表掲載 観光路線と統合することで 
全体で本数を増やした 

通勤、通学ルート上の 
施設等への情報周知 

ルートの見直し 各種施策を実施すると同時に、 
懇切丁寧な地域との話し合いを 
行うことで地元からも理解を得られた 
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運賃・経路検索システムの導入   

岩手県北自動車（盛岡地区）、福島交通、関東自動車、茨城交通にて導入済。 

ランドマーク検索などの特徴あり 

バス停からの徒歩区間を 

表示することができる 
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名古屋 栄 豊田 東岡崎 佐野 鹿沼 宇都宮 西郷 須賀川 郡山

18 0 1 0 1 0 7 1 0 10 19
17 1 0 3 2 1 4 1 1 12 21

乗　車 降　　車
計

名　古　屋　発

郡山 須賀川 西郷 宇都宮 鹿沼 佐野 東岡崎 豊田 栄 名古屋

8 0 0 4 1 2 0 1 0 14 15
13 0 0 13 0 1 0 0 2 25 27

降　車
計

郡　山　発
乗　　車

広域連携による共同運行（郡山-宇都宮⇔名古屋）  
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名古屋線 
（福島交通・関東自動車） 

郡山から宇都宮を経由して名古屋へ向かう夜行バスの運行を 
2013年7月より開始 

郡山駅(20:45)-宇都宮駅（22:51）→名古屋駅(6:19) 

名古屋駅(22:50)→宇都宮駅（6:20）-郡山駅（8:28） 

郡山⇔名古屋：片道運賃9,000円 
宇都宮⇔名古屋：片道運賃7,900円 

1日1往復（名鉄バスとの共同運行） 

乗降客数（2013年10月の利用実績から抜粋） 

福島エリア 

宇都宮エリア 

単独では維持できない路線も、広域連携により 
運行を維持できる 

★それぞれが単独で運行した場合は、郡山エリア8人、宇都宮エリア7人 

★ 
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みちのりグループ 高速バス運行路線（概略） 

茨城交通   
水戸-東京 
水戸-宇都宮 
水戸-成田空港 
水戸-羽田空港 
水戸-茨城空港 
東海・ひたちなか-東京 
大子・大宮、太田-東京、新宿 
益子・笠間-秋葉原 
水戸・東海・日立-仙台 

福島交通  
福島・郡山-京都・大阪（夜行） 
郡山・宇都宮-名古屋（夜行） 
福島-郡山 
福島-会津若松 
福島-仙台 
福島・郡山-新宿 
福島-相馬 
福島-南相馬 
福島-いわき 
郡山-福島空港 
会津若松-郡山-いわき 
須賀川・郡山-仙台 
郡山-新潟 
郡山-新越谷 

 
 
 

 

岩手県北バス 
宮古・盛岡-東京（夜行） 
久慈・盛岡-東京（夜行） 
盛岡-宮古（106急行） 
盛岡-仙台 
盛岡-九戸・久慈 
盛岡-八戸 
盛岡-青森 
盛岡-弘前 
盛岡-花輪・大館 

 

関東自動車  
宇都宮・久喜-京都・大阪（夜行） 
郡山・宇都宮-名古屋（夜行） 
宇都宮-水戸 
黒磯・宇都宮・佐野-羽田空港 
宇都宮、佐野、太田-成田空港 

 
 
 

 

2013/10/1 現在 
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八戸 

新潟 

いわき 

相馬 

宮古 

弘前 

大館 
久慈 

青森 

大阪・京都 

名古屋 

会津バス  
会津若松-東京 
会津若松-仙台 
会津若松-新潟 
会津若松-郡山-いわき 
会津若松-福島 

 
 
 

 
宇都宮 

福島 

盛岡 

埼玉県内 

東京都内 

会津若松 郡山 

水戸 

仙台 



Michinori Holdings All Rights Reserved 

電気バスの導入 – 岩手県北自動車  

国土交通省による助成制度を活用し、岩手県宮古市と連携して陸中海岸国立公園内を運行する路線に電気バスを導入 

浄土ヶ浜 
ﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ入口 

奥浄土ヶ浜 

ビジター 
センター前 

宮古駅前 
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カーシェアリング事業への参画 – 岩手県北自動車 

 「宮古市スマートコミュニティプロジェクト」における第1号事業として2014年4月に事業開始 

車種：プリウスPHV 

外部出力機能を活かし、災害時には
移動可能な分散型電源として災害 
復旧活動支援も行う 

平日 

休日 
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Michinori Holdings All Rights Reserved 

安全確保に向けた取組み 

 ドライブレコーダーの導入 

 横串を通した事故防止策を検討 
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826 
812 813 

762 

699 

623 

577 

554 

492 

458 

557 

560 

566 
543 550 

300

400

500

600

700

800

900

バス運転士の所得推移 

 賃金の低下により慢性的な運転士不足に陥っており、人件費削減による合理化はすでに限界 

出所：～2008：国土交通省「バス事業のあり方検討会 第1回（平成24年12月）」 
 2011：日本バス協会「バス事業の現状と課題について（平成25年6月）」より作成 - 14 - 

年間所得額 
（万円） 

1994 
（H6） 

2000 
（H12） 

2001 
（H13） 

2004 
（H16） 

2008 
（H20） 

2011 
（H23） 

527 

443 

全産業平均と民営バス 
運転士の所得が逆転 

公営バス 

全産業平均 

民営バス 

公営バス運転士の 
所得水準は高水準で推移 

民営バス運転士の 
所得水準は逓減傾向 
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仮設住宅周りのバスネットワーク整備について – 岩手県北自動車 

 宮古市、山田町、岩泉町の路線について、国交省の｢地域公共交通確保維持改善事業」を活用して、仮設住宅と 
病院や公共施設などの日常生活に欠かせない主要施設を結ぶバスを運行 

【今後の取組み】 

【現状】 

宮古市 

仮設住宅：60ヵ所、路線バス：28系統 

 

 

  

新設路線の充実 

仮設住宅⇔バス停における 
乗合タクシーを使った実証運行の実施 

復興住宅建設を見据えた新たな 
路線の検討 

公共交通をゼロベースで見直し、 
持続的な公共交通システムの構築を
図る 
（空白地域の解消も検討） 

【現状】 

山田町 

仮設住宅43ヵ所、路線バス20系統 

 

 

  

幹線と域内輸送の連接による 
バスネットワーク化 

 1日フリー乗車券を使った 
利用者増への取組み 

仮設住宅⇔バス乗継拠点における 
乗合タクシーを使った実証運行の実施 

【今後の取組み】 

復興計画に合わせたバス路線の 
経路（経由地）の見直し 

仮設コミュニティ拠点への 
バスターミナル設置 

【現状】 

岩泉町 

仮設住宅3ヶ所、路線バス5系統 

 

 

  

小本小・中学校への輸送（通学） 

岩泉中心部への輸送（買い物、通院） 

【今後の取組み】 

三鉄小本駅を新たな防災複合施設と
して復旧させる 

小本地区の復興計画（住宅、商店街）
を軸に公共交通の充実を図る 

地域内輸送と幹線の快適な乗継環境
の実現 

・路地が狭く、仮設住宅までバスが入れない 
→バス停までタクシー輸送 
・小型バスしか入れないため、幹線輸送に
向かない 
→幹線バスの発着地までタクシー輸送 
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